
	

	

活 動 報 告 2 0 16 年度～ 2 0 2 0 年度

関大メディカルポリマーシンポジウム開催
本事業では、2016年度より毎年「関大メディカルポリマーシンポジウム」を開催してきました。研究分担者らの
研究成果を発信するだけでなく、学外の著名な研究者にご講演いただいたり、学生にもポスター発表の機会を提供
してきました。事業3年目となる2018年度には国内外から研究者の方々をお招きし、国際シンポジウムも開催い
たしました。シンポジウムには企業のご担当者様をはじめ、他大学の研究者など、これまで延べ500名を超える方々
にご参加いただいており、本事業の重要なPRの場の1つとなっております。

基調講演：「新規バイオナノトランスポーターの創製と医療応用」

秋吉一成 教授（京都大学大学院工学研究科）
於 関西大学千里山キャンパス 100周年記念会館ホール2

基調講演には京都大学大学院工学研究科教授の秋吉一成先
生が登壇しました。生体分子システムを規範としたナノゲル
工学、プロテオリポソーム工学、エクソソーム工学を駆使して、
種々のバイオ医薬品や分子マーカーの徐放制御や選択的輸送
を行える機能性ナノ微粒子（バイオナノトランスポーター）
の創製とそのバイオ、医療応用に関する研究を展開しており、

当日は最近の研究の成果を紹介していただきました。
他にも、研究分担者による研究紹介、学生によるポスター

発表を行いました。100	名近くの方が来場し、関大メディカ
ルポリマープロジェクトの拡がりをを実感するイベントとな
りました。
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2019 年度

2017年度

基調講演：「バイオマテリアルが拓く組織再生への道」

松田武久 名誉教授（九州大学）
於 関西大学千里山キャンパス第3学舎ソシオAV大ホール

2 0 1 8

3 16

「関大メディカルポリマーシンポジウム	2018	―医と工を
繋ぎ、人に届ける―」と題して開催いたしました。基調講演
には九州大学名誉教授の松田武久先生をお招きし、ご自身が
これまで取り組んでこられた「組織の接合の強制誘導と阻止
技術」や「光反応性人工細胞外マトリックスと組織再生」の
研究についてご講演いただきました。つづいて、大阪医科大
学を含むプロジェクトメンバー	6	名が、最新の研究の取組や
成果についてどのように「工」から「医」へ展開していくの
かを工学者と医学者の立場から報告を行いました。

本事業のキックオフイベントとして開催いたしました。基
調講演には東京大学大学院工学系研究科の石原一彦先生をお
招きし、MPC	ポリマー（リン脂質極性基を有するポリマー）
の特性の解説や、幅広い分野での活用事例についてご講演い
ただきました。続いて、大阪医科大学を含むプロジェクトメ
ンバー	6	名が、実用化を意識した医工・産学連携および事業
化に向けた取組や、具体的な医療機器開発の経過報告を行い
ました。
シンポジウムを通じて、いかに患者さんや医療従事者の負
担軽減に寄与するのか、本学が得意とする「ものづくり」が
どのように医療の発展に貢献できるか、「関大メディカルポ
リマー（KUMP）の実用化に向けた可能性と今後の展望を広
く社会に向けて発信しました。

基調講演：「先端バイオマテリアル研究から誰もが使うデバイス技術へ」

石原一彦 教授（東京大学大学院工学系研究科）
於 関西大学梅田キャンパスKANDAI Me RISE ホール
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2016 年度

新型コロナウイルスの感染拡大状況に鑑み、オンライン
形式での開催となりました。「シーズ紹介セッション」では、
KUMPに関連する基礎研究のうち、今後共同研究を開始した
い技術・素材シーズの紹介を中心とした発表を8名の研究者
が行いました。「研究成果報告」では、大学や病院の研究者と
共同で5名が登壇し、既に医系研究者あるいは企業との共同
研究が進んでいるものが紹介されました。
また、前日から「第25回関西大学先端科学技術シンポジ

ウム」がオンライン形式で
開催されており、本事業の
研究者も発表を行いました。
オンライン形式での同時開
催となったことから、遠方
にお住まいの研究者や企業
担当者の方々が例年より多く参加され、5回目の節目にふさわ
しく盛会のうちに終了しました。

シーズ紹介セッション・研究成果報告
於　オンライン開催
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2020 年度

2018 年度
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1 25〜
国際シンポジウム開催
於　関西大学千里山キャンパス 100周年記念会館ホール２

基調講演１：「Cell Sheet Tissue Engineering Regenerative Therapy                                
                  for Clinical Application and their Advancement」

岡野光夫 名誉教授・特任教授（東京女子医科大学 先端生命医科学研究所） 

基調講演２：「In-situ Forming Hydrogels for Therapeutic Applications」

Prof. PARK, Ki Dong (Dept. Appl. Chem. Biol. Eng., Ajou University) 

3年目の節目には、初の国際シンポジウムを開催いたし
ました。国内外の大学から12名の研究者をお招きし、大阪
医科大学と関西大学の研究者を加えた計	25	名が講演しまし
た。基調講演では東京女子医科大学名誉教授の岡野光夫先
生が細胞シートを用いた組織工学による再生医療について、
Ajou	University の Park 先生はハイドロゲルの治療用途につ
いて研究成果をご紹介くださいました。各講演後に設けた質

疑応答では活発な意見交換が行われ、会場は大いに盛り上が
りました。
また、講演者を審査員に迎えた学生のポスターセッション

も行い、本学および海外の学生約20名が英語で発表した結
果、最優秀賞に2名、優秀賞に4名の学生が選ばれました。
最優秀賞の学生は副賞として学会参加費の補助を受け、翌年
度に国内外の学会で発表をしました。
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展示会への出展・学会等での紹介
本事業は、大阪医科大学と強固な医工連携体制を築き、現場の臨床医からのニーズに基づいて、医療用の材料・シ

ステムを開発し、国際競争力のある医療機器として製品化し、臨床現場（人＝患者と医師）に届ける研究を進めています。
企業との共同研究・早期の製品化を目指し、事業期間中に多くの企業向け展示会で様々な研究を紹介してまいりました。
また、学外の研究者が集まるワークショップや学会等でも研究を発表いたしました。ここではこれまでの活動の一部を
ご紹介します。関西大学発の “ メイド・イン・ジャパン ” の医療機器の開発を目指し、今後も精力的に活動いたします。

■ 展示会への出展

2016 年度
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2 15
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2 17〜
メディカルジャパン2017「再生医療 産業化展」@大阪
本事業の取組を全般的に紹介

2017 年度
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2 0 1 7

9 1〜
イノベーション・ジャパン2017 @大阪
平野義明「ガラスのコーティング可能な凍結予防剤」

2 0 1 8

2 21
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2 23〜
関西・メディカルジャパン 2018内

「第8回 医療機器 開発・製造展」 @大阪
小谷賢太郎「視線移動情報を用いたインターフェイスの開発」
岩﨑泰彦   「骨親和性に優れたポリマー」
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2 27〜
イノベーションストリーム KANSAI 2018 @大阪
関西大学のイノベーションの一部を紹介（個別のテーマ発表はなし）
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3 27〜
文部科学省「情報ひろば」 @東京
「発見する関西大学　歴史を発見し、未来を発見しつづける関西大学」
 “命を救う新しい医療用材料の発見”KU-ORCASと共同で文部科学省エントランスにパネル展示

2020 年度
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2 26〜
第7回 再生医療EXPO [ 大阪 ] @大阪
大矢裕一「分解時間と強度を調整できる生分解性インジェクタブルゲル」
平野義明「ペプチドハイドロゲルによる半月板再生医療の可能性」
葛谷明紀「Na+を含む体液を感知して瞬時に固化する DNAヒドロゲル」
鈴木哲　「マイクロ波を用いた非接触/非侵襲による生体計測と応用」

2019 年度
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7 5〜
再生医療 産業化展「アカデミックフォーラム」 @大阪
大矢裕一 「『人に届く』関大メディカルポリマーによる未来医療の創出」
 「分解時間と強度を自在に調整できる生分解性インジェクタブルゲル」
平野義明 「半月板の損傷を修復するペプチド材料」
岩﨑泰彦 「医療用骨置換性多孔質ペースト剤」
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2 26

2 0 2 0

2 28〜
メディカルジャパン大阪「ヘルスケア・医療機器開発展」 @大阪
大矢裕一 「分解時間と強度を自在に調整できる生分解性インジェクタブルゲル」
宇津野秀夫 「肺高血圧症の非侵襲診断手法の研究」

2019 年度

2 0 1 9
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第41回 日本バイオマテリアル学会大会ランチョンセミナー @茨城
大矢裕一「『人に届く』関大メディカルポリマーによる未来医療の創出」

2 0 2 0
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関西大学・大阪医科大学・大阪薬科大学 「医工薬連環科学シンポジウム」 @大阪
小谷賢太郎「ゲイズトラックを利用した認知機能評価」
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第24回 関西大学 先端科学技術シンポジウム @大阪
大矢裕一　特別講演：「KUMPで届ける未来医療」

■ 学会・シンポジウム等での発表

2017 年度

2 0 1 7

10 15

平成29年度関西大学校友会総会 @大阪
大矢裕一「『人に届く』関大メディカルポリマーによる未来医療の創出」　

2018 年度
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11 5

日本・EU 国際研究ワークショップ2018 @KU Leuven, Belgium
大矢裕一 「Biodegradable injectable polymer systems for drug delivery cell therapy and antiadhesive materials」
宮田隆志 「Smart polymers with dynamic crosslinks for medical applications」
柿木佐知朗 「Amino acid anchoring surface modification for bioactive vascular prostheses
　　　　　　and tissue engineering scaffolds」 
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3 29 〜
2019 EARMA Annual Conference @Bologna, Italy
本事業を含む関西大学の研究ブランディング事業の国際的な取組をポスターで発表

2018 年度
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6 29〜
BIO tech 2018 〜第 17 回
バイオ・ライフサイエンス研究展
〜アカデミックフォーラム @東京
田村裕 「ゼラチン繊維を用いた癒着防止剤の開発」
葛谷明紀 「体液を感知して瞬時に固化する自己修復性 DNA ヒドロゲル素材」

2 0 1 8

12 18

2 0 1 8

12 19〜
イノベーションストリーム KANSAI @大阪
小谷賢太郎「視線移動情報を用いたHMD型小型視野検査システムの開発」

2 0 1 9

2 20

2 0 1 9

2 22〜
メディカルジャパン 2019内
「第9回 医療機器 開発・製造展」 @大阪

本事業の取組を全般的に紹介
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人材育成

2019 年度入試より、新たな AO 入試枠として、化学生命工学部（化学・物質工学科）に「関大メディカルポリマー
（KUMP）型」が導入されました。入学時から高い志をもって同プロジェクトに貢献する人材を獲得することで、さら
なる研究力の向上につなげる狙いです。2021 年度には 1 期生が 3 年次に進級し、秋学期には研究室に仮配属されます。

■ 関大メディカルポリマー（KUMP）型AO入試

本学では、学部生のときから KUMP に係る研究を授業で学ぶことができます。

●「生物物理化学」　配当年次：２年次　担当：宮田隆志教授
自然科学現象の原理に基づく生命現象を物理化学的視点から理解し、より広い
視野から自然科学現象の普遍的原理について学びます。

●「高分子材料化学」　配当年次：３年次　担当：田村裕教授
高分子の「構造」と「物性」に焦点を当てながら高分子材料の設計の基礎となる
概念と最新の高性能、機能性高分子材料ついて学びます。

●「バイオ分子化学実験II」　配当年次：３年次
担当：大矢裕一教授/古池哲也教授／葛谷明紀教授／岩﨑泰彦教授
有機合成、生体分子合成、高分子合成等に関する多くの実験を行い、合成化学
に基づく実践的な操作と解析手法について学びます。

●「医用材料化学」　配当年次：３年次　担当：大矢裕一教授
医用材料の基礎となる材料の性質、生体と材料との界面で起こる現象とその制
御、医療におけるマテリアルの応用例について学びます。

■ 授業

2020 年度の春学期は、新型コロナウイルス感染拡大
に係る緊急事態宣言により研究活動が制限されました。
宣言解除後は研究室にアクリル板やビニールシートを設
置し、十分な感染症対策を講じ安全を確保しながら、少
しずつ、研究活動を再開しました。

コロナ禍の

KUMP 研究活動

■ 短期・中期留学プログラム

化学・物質工学科では、１年生から４年生まで段階的なグローバル人材育成プ
ログラムを実施しています。特に、学部３年生を対象とした短期・中期留学プロ
グラムでは、部分クオーター制度を利用し、1 ヶ月間（短期）または 3 ヶ月間（中
期）、タイと米国に学生を派遣しています。この留学では外国語でのコミュニケー
ション力の向上を図ることはもちろんのこと、学生は派遣先大学の研究室に滞在し、
専門性の高い研究活動を通じグローバルな視点で物事を考える素養を養います。一方、海外からの短期・中期留学生の
受入れも積極的に行っています。留学生が希望する研究室に滞在し、研究活動を行います。ここ数年、受入れ学生数が
増加し、関大生が研究室に居ながらグローバル化を意識できる機会が増えています。
（2016〜2019年度の活動情報です）

COIL はオンラインツールを利用した越境国際交流学習です。昨年度、関西大学が提案した COIL plus プログラムが
文部科学省「平成 30 年度『大学の世界展開力強化事業』〜 COIL 型教育を活用した米国等との大学間交流形成支援〜」
に採択されたことを機に、2019 年度よりクレムソン大学とのプログラムを開始しました。当プログラムには関西大学
から 5 名、クレムソン大学から 4 名の学生が参加しました。9 名の学生を 3 つのグループに分け、4 月から約 2 ヶ月
間オンラインによるコミュニケーションを図り、バイオマテリアルや医療機器に関するあるテーマについてレポートを
グループごとに作成しました。5 月後半からはクレムソン大学の学生が 2 ヶ月間関西大学に滞在し、グループごとに
以下のテーマに関する調査を共同で行い、その成果を京セラ株式会社（滋賀野州工場）で披露しました。

■ KU-COIL

■ RA（リサーチ・アシスタント）制度
本事業では、博士課程後期課程に在籍する留学生が研究活動に専念できる

よう RA 制度を設けています。この制度では、当該学生が指導教員の指示の
もと研究のサポートや資料作成などの補助業務に参画し、これに対する手当
が支給されます。主に留学生が本制度を利用しており、学生が充実した研究
生活を送るために役立っています。

また、本事業の研究に参画した学生が卒業後に海外で活躍している事例も
多く見受けられます。ある修了生は「博士前期課程（修士課程）在籍時に国
際学会で発表したことが、海外で働くことに対する抵抗感を少なくするきっか

けになった」と話していました。本事業では学生も自らの研究成果を効果的に発
信することが求められます。学会発表や論文執筆を重ねていく中で英語を使う必
然性も自然と理解できると思います。このような機会を増やすため、2018 年度・
2019 年度の本事業のシンポジウムでは大学院生のポスターセッションを行い、
最優秀賞を受賞した学生は翌年度の学会発表のに係る参加費等を支援を受けるこ
とができました。これからも本事業における活動を通じて学生の皆さまのグロー
バルセンスを刺激していきたいと考えています。
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教員

宮田隆志 化学生命工学部 教授
　 高分子学会賞（科学）「分子間相互作用に基づく高分子膜およびゲルの設計と応用」
　　　　　　　　　　　　　　　　公益社団法人高分子学会（2020.5.28）

　 繊維学会賞 「分子応答性ゲルの設計と応答挙動に関する研究」一般社団法人繊維学会（2020.6.10）

岩﨑泰彦 化学生命工学部 教授
　 バイオマテリアル学会学会賞（科学）
　　　　　　「リン酸エステル系ポリマーの精密構造設計とバイオマテリアル応用」
　　　　　　　　　日本バイオマテリアル学会（2020.11.30）

能﨑優太 先端科学技術推進機構 特別任用助教（現所属：東北大学）
　 日韓バイオマテリアル学会若手研究者交流AWARD　日本バイオマテリアル学会（2020.11.30）

学生

沖原正明 化学生命工学専攻
　 高分子学会広報委員会パブリシティ賞
　　　　　　「可視光と温度に応答する二重刺激応答性ポリマーの設計と細胞制御基材への応用」
　　　　　　　第69回高分子学会年次大会（2020.5.12）

関戸耀太 システム理工学専攻
　 萌芽研究ポスターセッション優秀賞　「バイオシートを使ったバタフライ型人工房室弁の開発」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第58回日本人工臓器学会大会・日本人工臓器学会（2020.11.14）

椿本恵大 化学生命工学専攻
　 最優秀ポスター賞　「メカニカル刺激に応答して気体を放出する MOF 架橋高分子ゲルの設計」
　　　　　　　　　　　　第32回高分子ゲル研究討論会（2021.1.21）

教員・学生受賞情報（2020年度）

本事業では、2017 年度よりの材料化学の分野を担う
2 名の若手研究者を先端科学技術推進機構の特別任命助
教（2020 年度から特別任用助教）として任用しました。
KUMP の研究成果は当該分野の学会での発表だけでな
く、毎年開催される本事業のシンポジウムでも紹介して
おり、事業期間を通じて積極的に発表してきました。また、
2020 年末までに学外の機関に正規雇用でそれぞれ着任
していることから、本事業は医工連携を担う若手研究者
に研鑽の場を提供し社会に輩出しているといえます。

■ 特別任用助教（若手研究者）の活躍

人材育成

M特殊講義（関大メディカルポリマー）
講義科目概要：
医工連携研究により現実に実用化に至る医用器材を開発するためには、医療の現場における真のニーズ
を把握することに加えて、化学的な物質・材料に関する知識・技術と工学的なセンスが要求され、これら
の知識と技術を高い次元で修得し、医用器材の評価方法までを熟知した人材を養成することが強く望ま
れる。本講では、医工連携研究の現状を理解し、医用器材開発に必要な知識と技術を習得するため、材料
化学的および機械工学的観点からの医用器材設計論、医療の現場のニーズ把握・医工連携の方法論、医
用器材評価法、再生医療的実験手法の修得を目的とした講義を行う。

到達目標：
医用器材開発に必要な知識と技術を習得すること。材料化学的および機械工学的観点からの医用器材設
計論、医療の現場のニーズ把握・医工連携の方法論、医用器材評価法、再生医療的実験手法の修得を理
解すること。材評価法、再生医療的実験手法の修得を目的とした講義を行う。

今までの人生の中では経験できな
かった講義でした。化学分野で研
究していると、異分野のことを知る
機会が少なくなり、このように医科
大でお医者さんと研究 などについ
て勉強できることは、これからの研
究にも活きてくると思いました。

今までは材料化学にしか携わる機会がなく、医工連
携の重要性は聞くだけであまり考えたことがなかっ
たけれど、実際にいろんな分野の講義を受けたり、
グループワークで医療現場のニーズについて考えた
ことで、材料化学だけでは医用器材の開発は成り立た
ず、医工連携が大切であると身をもって感じることが
できました。

大阪医科大では実際に病院内を見学することができ、医療
現場で実際使用されている機器を見ることができたので良
い刺激になりました。グループワークではいつも実験して
いても意識しないようなコスト面や競合企業、事業化の障
壁について調べることで実用化まではとても長い道のりだ
ということが分かりました。今後は実際に現場で使用される
ことを考えて研究を進めていくことが大切だと考えました。

現在の再生医療における長所・短所を知る
ことができました。また、機械の観点から
見た医療には、化学とは違った面があり、
視野が広がりました。同じ分野同士で集ま
るだけでなく、他の分野の人同士が集まる
ことで様々な見方ができ、新しい製品を作
り出していけることがわかりました。

履 修 者 の 感 想

2017 年度より、大阪医科大学のご協力を得て開講しています。本学理工学研
究科の学生が専門分野の垣根を越えて、講義やグループワークに取り組みます。

■ 大阪医科大学との連携による大学院講義

大高 晋之 博士 能﨑 優太 博士
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■ 入試広報（オープンキャンパス等）

■ 国際広報
　（Nature 2018年 10月25日号 他）

ブランディング

■ ポスター（阪急千里線　関大前駅・豊津駅や学内などに掲示）

■ 事業紹介パンフレット
　（一般用・高校生用）

■ KU-SMART Project ニューズレター（No.1 〜 8号）

■ オリジナルグッズ

豊津駅関大前駅

●駅（阪急千里線「関大前」駅、「豊津」駅）●学内

エコバッグ

クリアファイル

付せん　

■ 関西大学
　 フェスティバル

ホームページ

缶バッジ

材料化学
化学生命工学部

臨床医学
大阪医科大学

機械工学
システム理工学部学

化学生命工学部

システム理工学部

3つのM（Triple M）で人に届くMaterials Mechanics Medicine

関大メディカルポリマー高分子材料化学 [Materials]

デバイス・システム化
機械工学 [Mechanics]

臨 床 応 用
医学 [Medicine]

Materials,Mechanics and Medicine for
Human,Health and Happiness

「成長する」心臓パッチ 分解して伸びるポリマーシート

温度で拡がるポリマー

癌を見分けるポリマーナノ粒子

体内でゲル化するポリマー

骨に結合するポリマー

超高強度分解性ポリマーゲル

マイクロ流体デバイス用感光性ポリマー

「吸収される」ステント

「癌に届く」制癌剤

「骨に届く」骨粗鬆症薬

「再生する」軟骨・半月板

「内視鏡で使える」癒着防止材

「人にやさしい」診断デバイス

目 標
実現するKUMP

臨床ニーズ

医療現場

デバイス化

臨床研究
・

実用化

メディカルポリマー
の設計

開 発
サイクル

臨床医

患者・市民

機械工学者

実施企業、医学研究者

材料化学者

KU-SMART PROJECT

「 も の づ く り 」 の医 療 へ の 重 要 性 ・ 貢 献 を 発 信

「 人 に や さ し い 」
低 侵 襲 ・ 非 侵 襲 医 療 を 実 現 、医 療 事 故 が 起 こ り に く い 医 療 機 器
「 世 界 の 人 に 届 け る 」Ｍａｄｅ in Japan の 医 療 機 器 を 世 界 へ低 価 格 ・ 簡 便 操 作 の 医 療 機 器 で途 上 国 医 療 に も 貢 献

Kansai University Smart Materials for Advanced and Reliable Therapeutics

　関西大学では、 先端科学技術推進機構に設置された医工薬連携研究センターにおいて、 医療の進歩のための革新的技術

の開発に寄与するべく、関大で開発されたメディカルポリマー（KUMP）を活用した医療器材の開発と人材育成にも努めています。

　現在の日本では、 研究から実用化への流れがスムーズではないという一面があります。 そこで私たちは、 材料化学者

(Materials Chemists)、 機械工学者 (Mechanical Engineers) および臨床医 (Medical Doctors) の間の垣根を取り払い、 同じ

目標を持って研究を進めることが必要だと考えました。 そして機は熟したと考えています。 材料化学者および機械工学者と臨

床医の三者が、 自分の立場だけから意見を言い合う一方通行のやり取りではなく、 お互いに、 現状と課題を知る機会を重ね、

ようやく同じ目標と問題意識を持って研究を進める基盤ができつつあります。

　本プロジェクトでは、 現在日本が抱えている医療における問題を打破するため、 関大

メディカルポリマーを設計 ・ 合成する私たち材料化学者と、 そのデバイス化 ・ システム化

を実現する機械工学者が連携し、 現場の臨床医からのニーズを受けて研究を進め、 3 つ

の M(Materials, Mechanics, Medicine) で 「人 （患者と臨床医） に届く」 医療器材を開

発します。 私たちの研究が、 実際に商品化され、 本当の意味で患者さんの負担の軽減に

寄与できるように、 また、 ニッポンが、 そして関西大学が、 得意とする 「ものづくり」 が、

いかに医療に貢献できるかを広く社会に向けて発信して日本の産業の現場を元気にすべ

く、 全学的に展開して参ります。

未 来 医 療 を 創 出 し 「 人 に 届 く 」 関 大 メ デ ィ カ ル ポ リ マ ー

KU - SMART 概略図

　今日の超高齢化社会に必要な医療は、 治療と診断における患者さんの肉体

的 ・ 精神的 ・ 経済的負担を軽減することです。　このため、 侵襲の程度が低い （低侵襲） 治療と診断を実現する医療機器の

開発が喫緊の課題です。 現在の医療は、 手術時の開口部を小さくしたり、 投薬

の量や回数を減らしたりする方向へと進んでいます。 こうした低侵襲または非侵

襲の治療を実現する医療機器を使用することによって、 治療中はもちろん患者

さんの予後の QOL （Quality of Life） を向上させることができます。 このプロジェ

クトでは、 まさにこのような医療器材と医療システムの開発を目指しています。

一方、 わが国では、 医療機器のほとんどを輸入に頼っていることが医療費総額

を押し上げる一因となっており、 “メイド ・ イン ・ ジャパン” の医療機器の開発

が望まれています。
　このような背景から関西大学では “KU-SMART （Kansai University Smart 

Materials for Advanced and Reliable Therapeutics） プロジェクト” を始動し、

大阪医科大学と強固な医工連携体制を築き、 現場の臨床医からのニーズに基

づいて、 医療用の材料 ・ システムを開発し、 国際競争力のある医療機器として

製品化し、 臨床現場 （人＝患者と医師） に届ける研究を進めています。

医工薬連携研究センター長化学生命工学部　教授　大矢裕一

開 発 サ イ ク ル

「 人 に 届 く 」 関 大 メ デ ィ カ ル ポ リ マ ー （ K U M P ）

研 究 体 制

関 大 メ デ ィ カ ル ポ リ マ ー に よ り
今 ま で 実 現 し 得 な か っ た 未 来 医 療 へ の 貢 献 を 目 指 す

C Y C L E
開 発 サ イ ク ル

S Y S T E M
シ ス テ ム

S I G N I F I C A N C Eプ ロ ジ ェ ク ト の 意 義

O U T L I N Eプ ロ ジ ェ ク ト 概 要

関 西 大 学 で 開 発 さ れ た
「 関 大 メ デ ィ カ ル ポ リ マ ー （ K U M P ） 」 を 基 軸 と し 、

3 つ の M （ M a t e r i a l s , M e c h a n i c s , M e d i c i n e ） で

「 人 に 届 く 」 医 療 器 材 お よ び 治 療 ・ 診 断 シ ス テ ム を
開 発 し て 社 会 に 貢 献 し た い 。

■ ホームページ・SNS

facebook

Twitter

■ PR動画

掲載誌面
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The mission of KU-SMART, 
an acronym for Kansai 
University Smart Materials 
for Advanced and Reliable 
Therapeutics, is to employ 
the three ‘Ms’ — materials, 
mechanics and medicine — to 
develop new medical technology 
that will benefit society. This 
three-pronged focus is unique, 
says Director Yuichi Ohya. “It’s 
not uncommon for medical 
researchers to collaborate 
with material chemists or with 
mechanical engineers, but to 
have joint research between 
all three parties hasn’t been 
attempted before on the level 
we’re doing it.”

Exploring the intersections of 
three fields
Kansai University (Osaka, Japan), 
where KU-SMART is based, 
has traditionally been strong in 
the field of medical materials, 
particularly medical polymers. 
But many institutes struggle to 
translate research results into 
real-world applications. It’s 
notoriously difficult to convert 
basic research into commercial 
applications under the best of 
circumstances, but especially 

challenging when a technology 
straddles multiple fields. The 
realization that chemists 
need to talk to engineers and 
clinicians was the inspiration 
for KU-SMART, which was 
founded in 2016 after it was 
earmarked for funding by the 
Japanese government under a 
special initiative.

The institute is facilitating 
crucial interdisciplinary 
conversations by bringing 
students together. For example, 
one course offered by the 
Graduate School of Science and 
Engineering is taken by students 
majoring in engineering science 
and those majoring in chemistry, 
materials and bioengineering. 
Lectures are given by 
researchers from both Kansai 
University and Osaka Medical 
College. This allows students to 
become familiar with the views 
and terminology of all three 

disciplines, which is invaluable 
when it comes to collaboration 
between them.

“Through fostering such 
exchanges between fields, I 
hope that new research fields 
will be born based on the 
concept of interdisciplinarity, 
and a new generation of 
versatile young scientists will 
play an active role,” says Ohya.

KU-SMART makes a point of 
hiring coordinators who bridge 
the divide between academia 
and the commercial world. One 
coordinator has considerable 
experience working in a 
pharmaceutical company; 
another is concurrently 
employed in a company that 
manufactures medical devices. 
“Our goal is not just to publish 
academic papers; we want to 
commercialize technology based 
on our research,” notes Ohya.

An innovative device for 
detecting glaucoma
A technology developed 
at KU-SMART and very 
close to commercialization 
is a set of goggles that can 
detect vision loss caused by 
glaucoma. A recent survey in 
Japan found that 5% of adults 
over 40 years old have the 
eye condition, but it’s often 
asymptomatic in its early 
stages. As a consequence, 
many people become aware of 
vision loss caused by glaucoma 
only when the condition has 
advanced considerably. The 
current method for detecting 
glaucoma involves a person 
staring at a single point 
for about 15 minutes while 
keeping their head stationary 
and repeatedly pressing a 
button when a light flashes 
at the periphery of their 

vision, a process which is time 
consuming and demanding for 
elderly patients. The goggles, 
developed by Kentaro Kotani’s 
team at KU-SMART, directly 
measure eye movement, so no 
other response is needed from 
the subject. Furthermore, they 
can be worn while the patient 
is sitting or lying down. This 
reduces both the burden on the 
patient and the time needed 
for diagnosis, while enhancing 
inspection accuracy. 

“As a researcher specializing 
in mechanical engineering, 
I’ve found strong collaboration 
with material scientists and 
medical specialists to be 
crucial for meeting the specific 
needs of patients,” says Kotani. 
“The environment at KU-
SMART makes it very easy to 
form collaborations between 
researchers, since we’re all 

working towards the same 
goal — developing technology 
for medicine.”

Smart polymers in medical 
applications
Polymers feature among 
the promising medical 
technologies being developed 
at KU-SMART. Ohya’s group 
is exploring the many exciting 
potential applications of 
polymers that change their 
form with temperature. For 
example, polymers that form 
solutions at room temperature 
but change into gels at body 
temperature could be used 
to release drugs inside the 
body, to form scaffolds for 
regenerating tissue using stem 
cells, and to form patches 
for incisions made during 
laparoscopic surgery. The team 
has made great progress in the 

last application. By tailoring the 
polymer molecules, they have 
succeeded in producing films 
with performance comparable 
to existing commercial 
patches, and they now hope to 
improve them further.

Takashi Miyata leads a 
group exploring the potential 
of polymers for medical 
applications. They are 
focusing on ‘smart gels’ with 
dynamic crosslinks. Normally 
the properties of gels vary 
depending on parameters 
such as pH and temperature, 
but Miyata’s team has 
developed gels that shrink 
or expand in the presence of 
specific biomolecules, such 
as antigens. Such gels could 
find application in microfluidic 
devices that open or close 
channels in response to the 
specific biomolecules.

International outlook
KU-SMART is active on 
the international stage. In 
November 2018, Ohya will 
give a lecture at Katholieke 
Universiteit Leuven in 
Belgium. In January 2019, 
Kansai University will host 
an international symposium 
on medical polymers. The 
centre is keen to collaborate 
with researchers working 
in any of the three fields 
they specialize in and with 
commercial partners. 

  GELS THAT 
SHRINK  

OR EXPAND IN 
THE PRESENCE 

OF SPECIFIC  
BIOMOLECULES 

Harnessing 
materials and 
mechanics for 
medicine
Born out of the conviction that collaboration 
between disciplines is vital to produce 
advances that truly benefit society, 
KU-SMART AT KANSAI UNIVERSITY is a 
bold experiment in bringing together material 
scientists, mechanical engineers and medical 
researchers to create commercial medical 
materials and devices.

www.kansai-u.ac.jp/
ku-smart_en/

Center for Innovation and Creativity, established in 2016

One of the medical polymers that Kansai University is developingYuichi Ohya, Kentaro Kotani and Takashi Miyata from the KU-SMART project

Research

Prof.Okumura is involved in creating the database of 
“Yuwai Hanyu( 域外漢語 )” , “bai hua( 白話 )” , “Tang 
hua( 唐話 )” after the middle of the 17th century.

ECM-Inspired Design of Biomaterial Surface for Regulating Cellular FunctionUnravelling new East Asia -through open-access platform-

Research

OKUMURA Kayoko
Professor, Faculty of Foreign Language

KAKINOKI Sachiro
Faculty of Chemistry,

Materials and Bioengineering
Department of Chemistry and

Materials Engineering

Our research programs focus on designing biofunctional surfaces 
inspired with extracellular matrix (ECM) for the passive regulation of 
biological responses. ECM, which is a structural scaffold, directs cellular 
functions such as adhesion, migration, and differentiation. In simple 
terms, ECM regulates cellular functions through positive and negative 
signals. Therefore, modifying material surfaces with molecules that effect 
positive/negative signals in ECM is considered a powerful strategy for 
regulating biological responses in Implantable Medical Devices (IMDs).
In an approach using positive signals for specific cell adhesion, we 
successful ly enhanced the adhesion of endothel ial cel ls onto 
expanded-polytetrafluoroethylene (ePTFE) with the immobilization of 
ECM-derived peptide. ePTFE is widely used for cardiovascular 
prostheses due to its excellent anti-platelet adhesion property. At the 
same time, the adhesion of endothelial cells is inhibited, resulting in the 
lack of re-endothelialization and stenosis. Our technique using quinone 
chemistry made peptide immobilization onto the surface of a chemically 
stable ePTFE possible (Japanese patent: JP 6041132). In an approach 
using negative signals for the non-specific adsorption and adhesion of 
proteins and cells, we designed a novel antifouling peptide inspired by a 
major ECM protein—collagen. Interestingly, cells can recognize only 
small adhesive sites on a huge collagen molecule. Our peptide inspired 
with collagen backbone indicated excellent antifouling properties, 
namely, very low protein adsorption, non-cell adhesion, and non-platelet 
adhesion. We are collaborating with clinicians to apply our ECM-inspired 
surfaces for the development of advanced IMDs in Kansai University’s 
Smart Materials for Advanced and Reliable Therapeutics Project.

The subject of my research is Chinese colloquial writing, specifically, 

taking colloquial sentences written by non-native speakers since modern 

times as a starting point for research. The characteristics and essence of 

colloquial sentences can be expressed objectively when chronicled by 

non-native speakers. Nagasaki Totsuji (Chinese translators in Nagasaki) 

during the Edo period (1603–1868), who acted as interpreters 

supporting trade between China and Japan, recorded the Chinese 

language that they spoke, known as “Towa.” Knowledge of Towa has 

also led to a wider understanding of Chinese colloquial writing among 

Japanese people, and has enriched written expression composed with 

Japanese kanji and characters of Chinese origin. Awareness of 

colloquialism has influenced the written word as well, which in fact, also 

makes it possible to approach the subject from written statements 

recorded by native speakers of Chinese; the task at hand is to elucidate 

from the words of the statements, how words that were written as they 

were spoken specifically contributed to the unification of colloquial and 

written forms of modern-day Chinese. Through the KU-ORCAS open 

platform, we hope to deepen our collaborative research with the 

provision of materials from the University’s collection.
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